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CLIL的アプローチの特徴
• CLIL (Content and Language Integrated Learning)とは？ 

“any dual-focused educational context in which an additional language … is 
used as a medium in the teaching and learning of non-language 
content” (Marsh, 2002, p. 15) 

Soft CLIL (language teaching)  <->  Hard CLIL (subject teaching) 

• 効果と課題 

４C: Content (内容), Communication (言語), Cognition (思考), Community (協
学） 

文法偏重な指導に、内容を大胆に組み込み、題材を活かす <- Counter-balanced 
instruction by Lyster (2007) 

実際の指導では、言語を統合させるだけでなく、スキルとして伸ばすことも考
慮しなければならない（特に中高レベルでは）ー＞ form-focused instruction を
組み込む 

実証研究が少ないため、思考力や協学にどの程度効果があるのかを検証の必要
性あり。



Lyster, R. (2007)
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     内容重視指導と文法指導：CAPAモデル  (Lyster, 2017; Lyster, 2019)
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Soft CLIL (New Horizon English Course 3)

Round 1: Photo Language 

Round 2: Scanning  

Round 3: Word Hunt 

Round 4: Focus on Grammar 

Round 5: Chunk Reading  

Round 6: Extended Practice (1) Reproduction 

Round 7: Extended Practice (2) Retelling  

Round 8: Extended Practice (3) Discussion



背景：なぜ専門科目でCLIL？
• 学部１年生：「英語教育概論」 

５つの専門領域科目の導入的な授業 

基本、日本語が中心 

３・４年ゼミでは、英語文献を読み、英語でレポー
トや卒業論文を書く学生もいる。

概論科目：専門科目を「英語」で学ぶ土台作りにしたい！ 
ー＞CLIL的なアプローチで部分的に英語で学ばせる



学習者論　
• 学習者が持つ様々な要因が英語習得の速度や到達度の違いに関連
している（個人差要因） 

動機 (motivation) 

知性 (intelligence) 

適正 (aptitude) 

個性 (personality) 

年齢 (age) 

性別 

学習スタイル (learning style)



年齢と第２言語習得
Q：英語学習は早ければ早いほどいいのか。小
学校からの英語学習は効果的なのか。 

*ヒント：明示的学習 (explicit learning) / 暗示的学習　　
（implicit learning) /臨界期 (critical period)/ 学習環境 

* BBC “What is the best age to learn a language?” 

http://www.bbc.com/future/story/20181024-the-best-age-to-learn-a-
foreign-language?ocid=ww.social.link.twitter 

http://www.bbc.com/future/story/20181024-the-best-age-to-learn-a-foreign-language?ocid=ww.social.link.twitter


授業の流れ
1. リーディング（宿題） 

2. グループでリーディング内容の確認（ワークシート） 

3. ワークシートの確認（全体） 

4. （リーディング内容の）まとめ 

5. ディベート（英語） 

6. レポート（日本語）



BBC “What is the best age to learn a language?”

1. 小さい頃からスタートすれば外国語習得はすべてうま
くいくと言えるか？ 

2. 小さい頃から外国語学習をスタートするメリットは？ 

3. 大人の外国語学習者のメリットは？ 

4. 外国語学習において年齢以外で影響する要因は何か。 

5. Trenkic によると、（大人が）外国語学習をすること
の最大のメリットはなんだと言っているか。
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No.

pick up native accents;implicit learning; requires input enriched environment  

attentional spans; problem solving skills; explicit learning;  
fast master of grammar 

social circumstances; teaching method; emotional bond

Being able to communicate with many people



まとめ (take-home message)
• 年齢が低ければ低いほど、第二言語習得に有利とはいえない。 

• 年齢以外の様々な要因 (環境, 教師, 動機) が関係してくる。 

• 子供は、暗示的学習や発音・リスニングに、大人は明示的学習, 文法, 問題解決
学習などに適性がある。 

• 子供が有利になるのは、多くの理解可能なインプットを得られることが条件で
あるが、外国語として英語を学ぶ環境 (EFL)ではそれが実現しにくい。 

• 大人は文法を学ぶ速度が子供よりも速い。 

• 大人は, “emotional bond”という、社会での人との関わりが重要なポイント。
気の合う外国人友達がいたら、やる気も高まる。 

• ネイティブみたいに話すことがゴールであれば、子供の頃からいい環境で始め
るに越したことはないが、コミュニケーションの手段として使い、国境を越え
て多くの人と交流できることを目指すのは、大人から始めても不可能ではない。







Do primary school students really have to 
learn English? What do you think?  

What is the advantages and disadvantages 
of learning English at primary schools in 
Japan? 

Discussion: What do you think?  



We are required to start learning a second 
language earlier.  

Debate  

* Procedure
- Affirmative constructive statement 

- Negative constructive statement 

- Planning Time 

- Affirmative rebuttal statement 

-  Negative rebuttal statement 

- Free Discussion 

- Judge







CLIL: ３年ゼミへの橋渡しに！



最後に
• CLIL的アプローチは、言語を文脈 (context /content) から切
り離さず、内容を最大限活かしながら言語も学ぶことができ
る —> 学習者にも有益（学ぶ意味を実感しやすい） 

• 専門科目で原書を読む前に、CLIL的な要素を部分的に取り入
れた授業を行うことで、専門課程（ゼミなど）の準備となる。

• 言語と内容を統合させるだけでは、言語のスキルを伸ばすこ
とに関しては不十分であるので、様々な手法の言語トレーニ
ングも組み込んでいくことが望ましい。



Oba, T. (2019). “Feasibility and Effectiveness of 
Integrating Content and Language in English 
Teaching in Japan”  

(学苑・英語コミュニケーション紀要 No. 942. pp. 45-66. )


